
                 「AI アシスト・オムニ(外国語)学習システム」概要 

 

開発経緯：科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）認定によりシステムのデモ版を開発。 

1. 研究種目名 基盤研究(C)（一般） 

2. 研究課題番号 1 9 K 0 0 8 1 4 

3. 研究課題名: 「認知言語学における言語習得原理を応用した小学校英語教材の開発・使用・検証研究」 

4. 補助事業期間 平成３１(令和元)年度～令和 3 年度 

5. 補助事業期間全体の助成金額 4,030,000 円 

 

① 1. 認知言語学・脳科学の知見(TPR: Total Physical Response)により開発されたもので、英語を英語の

まま理解・運用できる脳内の情報処理機構の構築を目的としている。認知言語学及び脳科学の知見

と学習過程の最適化のコンセプトが、本学際研究プロジェクトの教育理念に共感する株式会社フェ

リックス(ferix) https://www.ferix.jp/」及び株式会社エスユーエス(SUS) https://www.sus-g.co.jp/の

AI エンジニア達によって具現化されているものが「AI アシスト・オムニ(外国語)学習システム」で

ある。 

2. 本システムを用いての学習活動の成果(進捗度・理解度)が、搭載される AI 機能によって測定・評価

され、その測定・評価情報は学習者と共に教育機関も利用できる(抜粋資料①を参照)。 

システムにおける後期段階の学習においては、学習者が習得している英語文法知識の正確さが、AI

との音声活動を伴ったコミュニケーションの中で測定・評価され、その測定・評価情報も学習者と共

に教育機関が利用できる(抜粋資料②・③を参照)。 

3. 上記のことから、授業外での生徒の学習活動を測定することにより、客観的なデータとして教育   

機関は学習評価を行うことができる(抜粋資料①を参照)。 

4. 1 教師対 35 人の生徒という形態で行う授業に、1 チューター対 1 学習者という本システムによる  

学習過程を取り入れることで、1 教師対 35 人の生徒という形態の授業の教育効果を最大限に高める

ことができる(抜粋資料①を参照)。 

 

② 現場の教師が英語の授業を行うのをサポートするために開発されているものであり、このような教育

活動を行いたいという、教師自身の授業構想を除いて教員の負担は生じない。また、本システムは授業

に対する予習・復習課題として、子ども達が家庭学習で使うことも可能である。授業活用例は以下に示

すようなものであるが、授業構想が持てない場合は、小学校英語教育の専門家である帝塚山大学教育学

部こども教育学科 黒川愛子准教授も支援。 

 

授業実践例  

  1. クラスを分割する場合 

               授業前半                授業後半 

A：学級担任・英語指導助手 A：AI アシスト・オムニ(外国語)学習システム 

B : AI アシスト・オムニ(外国語)学習システム B：学級担任・英語指導助手 

https://www.ferix.jp/
https://www.sus-g.co.jp/


  2. クラスを分割しない場合 

      授業前半                授業中盤      授業終盤 

学級担任・英語指導助手 AI アシスト・オムニ(外国語)学習システム 学級担任・英語指導助手 

 

      授業前半                授業中盤      授業終盤 

AI アシスト・オムニ 

(外国語)学習システム 

学級担任・英語指導助手     AI アシスト・オムニ 

(外国語)学習システム 

 

TPR(Total Physical Response：全身反応教授法)をコンセプトとする英語授業の学習効果 

黒川(2002, 2016): 1 年生入学時から１年生１学期中間考査までの 16 時間における TPR 指導により指導を

行った語彙数と検定教科書において指導を行う語彙数の比較 

 動詞   名詞 形容詞 副詞 

検定教科書   9     42      13    0 

検定教科書＋TPR 指導 9＋20＝29  42＋65=107    13＋6=19    12 

 

従来型指導法と TPR 指導の比較検証結果（黒川・鈴木, 2011）（黒川, 2012） 

スピーキングにおける正確さ TPR＞従来型 p =.028 効果量中（.35） 

スピーキングにおける流暢さ TPR＞従来型  p =.031 効果量中（.34） 

スピーキングにおける言語材料の定着 TPR＞従来型  p =.031 効果量中（.35） 

リスニング力への長期的影響 TPR＞従来型 p =.061 効果量中（.30） 

リーディング力への長期的影響 TPR＞従来型 p =.039 効果量中（.33） 

ライティング力への長期的影響 TPR＞従来型 p =.291 効果量小（.17） 

 

③ こちらから求める学校現場の計画作成及び報告書の類はなし。現場使用における教員・児童の評価をア

ンケート形式でいただき、今後のシステム開発・改善に役立てて行くことは希望。ただし、教育活動意

識の高い学校で、学校からの情報発信を望まれる場合は、小学校英語教育に関わっての教育実践及び研

究の共同発表を学会等で行っていくことが可能。 

 

④ 学習者の個人情報を守るためのアカウント作成及び学習状況・理解度のデータを教育機関に提供する

手立てを策定する費用として、教育機関は本システムの導入段階で費用 8 万円が必要。1 学習者の本シ

ステムにおける英語プログラムの使用費用は、年間 1000 円のみ。本システムの有効性が納得され、他

教科における学習者の学習進捗状況及び理解度を測定・評価したいと希望する場合には、1 学習者は 1

教科につき年間 500 円のみのプログラム使用料が必要(この低費用設定は、本学習システムの開発及び

構築が、公的資金援助によって為されることと、本学習システムの開発・構築理念が、日本中の学校教

育現場に高度な教育学習管理システムを安価で提供することに依る。学校教育現場での授業と本学習

システムを用いた学習だけで、国公立大学までの進学を保証していくことを理念としている)。教育現

場への本学習管理システムの導入においては、本学習管理システム作成者の ferx 及び Omni Creation 

(アルゴリズム作成母体 中野)・SUS のコンソーシアムとの間で、上記契約が締結されることになる。 



⑤ 本「AI アシスト・オムニ(外国語)学習システム」の改修版は、本年 8 月 7 日から無料で試用が可能。 

   詳細は 【Ken-ichiro Nakano / Omni Creation の Website URL】 http://omni-creation.jp/   

→ View More 【ふくろう先生 App 公開 URL】 https://foreign-language-omni-system.web.app/  

→ さらに View More 【システムのデモンストレーション動画 URL】 https://youtu.be/OwTUb01_fPY  

 

------------------------------------------      説明資料抜粋     ----------------------------------------------        

抜粋資料 ① 

 
抜粋資料 ② 

 

http://omni-creation.jp/
https://foreign-language-omni-system.web.app/


抜粋資料 ③ 
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